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第45号（２面）２００８年７月２８日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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７月例会


参加者


の感想











 ◆◆･人権を保障する憲法について、女性の立場からの理解を深めることができました。また、関連する国籍法・戸籍法、＜国民＞の概念、＜公＞の意味まで学ぶことが出来ました。一番大事なことは、１４条が、「性」で差別しないことを、２４条が、「家族生活における個人の尊厳と両性の平等」を保障していることだと思います。（現実には男女平等は達成されていないにしても。）この２４条が改憲論の的とされ、「婚姻および家族に関する基本原則」の文言の草案が出ています。揺り戻そうとする家父長制が、天皇制を下から支える事を思えば、これは、悪夢の「国体」再びという動きに他ならない、と思いました。


（調布ヶ丘 鈴木ヒデヨ）





 ◆◆･ベアテ・シロタの起草した24条が9条と共に実際の運営に生かされていないこと、そのうえ改憲派の標的になっていることなど、目新しい視点でした。なるほど！政府は、片方で戦争できる国をもくろみ、もう片方で、女を家に戻し、子を産み兵士に育てることを課そうとしているのか。実に油断ができない。「ジェンダー・フリー」という用語の前でよく理解できなくて立ち止まりました。「ジェンダー・バイアス・フリー」とすると理解し易いことに気付きました。「大化の改新」にまで遡っての戸籍の解説、すごく興味深かったです。


 （狛江市　箱田こうこ）





 ◆◆･いい問題提起で勉強になりましたが、理論的・歴史的に深めることと運動を広げることの兼ね合いがむずかしいですね。「公」についても、上からの「公民教育」的なものと、民衆の共通の場としての「公」、それと新自由主義的な、制約を取り払うという意味での「公」が三つ巴になっていると思います。ジェンダー・フリーという曖昧な言葉が混乱を招きましたが、ジェンダー・バイアス・フリーの方が解りやすいでしょう。


  （若葉町　堀尾輝久）


されど､女は弱し！


７月例会に参加して


深大寺　小保方忠好


日本国憲法は守られていない最高法規だ。第９条「陸海空軍その他の戦力は、これは保持しない」、第１５条「すべて公務員は、全体の奉仕者であって、一部の奉仕者ではない。」第１７条「何人も、公務員の不法行為により、損害を受けたときは、法律の定めるところにより国又は公共団体に、その賠償を求めることができる。」第２５条「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。」第２７条「すべて国民は勤労の権利を有し」など守れていないと思うものが多い。何故だろう？


日本国憲法はそれまでとは違う価値観に立つ最高法規だからだ。法律が変わったって、個人の思考、生活習慣、因習そして既得権を変えるのはむずかしい。だから、前文の最後に「日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。」とあるのだ。


性差による差別の禁止と両性（女・男）の尊重も新しく盛られた価値観だ。第１４条「性別」差別禁止。第２４条「婚姻は、両性の合意のみに基づいて成立し」＝恋愛結婚の保障とある。調布の名刹深大寺の名前由来「深沙大将＝じんじゃだいおう」は恋愛の護り神とのことだが、女性参政権＝女性国会議員の誕生、家制度に縛られない恋愛結婚の実現はまさに日本国憲法によって保障された。性差別の禁止、両性の尊重はそれまで差別されてきた女性の権利保障が重大な課題であった。しかし６０年近くたっても女性国会議員数は世界で９８位、法律・制度等で女性は不利な立場にあり、理想と目的は達成されていない。少子化を止めるのも女性の生活・権利を保障することにあるだろう。戦後、女は“強く”なったと言われ、｢男女平等｣は実現されたとも言われる。｢男｣の俺から言わせてもらえば｢男のくせに・・｣と言われる間は｢男女平等｣はまだ実現されていない。憲法は女も男もまず人として尊重されなければと指し示している。いま言えることは｢女は強し､されど女は弱し｣なのだろう。











2008年8月以降の活動計画


● ８月２４日(日)～２５日(月) 第37回例会


08夏期合宿　於:大学セミナーハウス


　　小森陽一さん(｢九条の会｣事務局長)が講演


● ９月２４日（水） 第38回例会


映画「シッコ」上映会 於:くすのきホール


● １０月～１１月　第39回～第40回例会


　　検討中。ご意見を！


● １２月１３日（土）　第41回例会


４周年記念集会　於:たづくり12F「大会議室」
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出版物ご購入のお願い





 　調布「憲法ひろば」が生んだ２つの出版物の頒布にご協力ください。●頒布価格は単価300円、２冊セットで500円(送料別)。ご注文は世話人・事務局に。





　①　私はなぜ「九条の会」に参加したか


　　  　蹴りつけられたボールは蹴り返せ


　「九条の会」呼びかけ人奥平康弘さんは調布「憲法ひろば」の発足以来の仲間。発足３周年集会での講演と北海道新聞などマスコミでの活躍の一端をＡ５版＝86頁の「ブックレット」にまとめました。





　②　このまちで普通に平和に暮らしたい


　　　　「九条の会」に呼応して４年目


　「にゅーす」で見る調布「憲法ひろば」の足跡･･･３年余の間に発行した「にゅうす」１～41号の復刻と発足集会アピール、活動記録をＡ４版64頁に収録 。








